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 「 房総のむら 」 を以前に訪ねたこ とがある メ ンバーは車で行 く のが当た り前

と考えていたが 、 今回は脳活の旅である こ とから電車と脚を使った旅程を作成

し 、 爽やかな晴天にめぐまれた 9  

月 9 日に歩 く 旅を実行した 。  

メ ンバーは 、京成成田駅から成 

田駅に移動し JR 成田線に乗り換 

えて下総松崎駅 （ し も う さ まんざ  

きえき ） で下車し て約 2.8Km 先に 

ある 「 房総のむら 」 を目指し 、 歩 

いて出発した 。  

 田舎風の小さ な駅を出る と風景 

が一変し て一人の人にも会 う こ と  

な く ガマの穂や彼岸花 、 そ して クズ 

の花を見ながら坂田ヶ池総合公園に着いた 。 （ 写真 1 ） 池の畔にある梅の木の

横には人柱伝説で知られる 「 片歯梅 （ かたはのうめ）」 (*1) とい う立札があった 。  

よ く 手入れされ公園にハイキングに来ている小学生の楽し く 弾む声を聞きな

がら池の中程にある人道橋 （ 浮き橋 ） を渡り 、 旧学習院初等科正堂へ向かった 。  

     途中 、 雑木林の遊歩道を歩いて

いる と 、 木の枝のよ う な ものが突

然動き 、 メ ンバーが 「 キャー 」 と

驚きの声を発する と同時にすばや

く 茂みの中に隠れて し ま った 。 メ

ンバーの一人が 「 あれは青大将だ

と思 う よ 」 とい う 一瞬 ド キン とす

るハプニンブを体験した 。 また 、

通常目にする こ とのないお化け  

     

キ ノ コ （ 写真 2 ） にも遭遇し ながら広 

々と した緑の芝ジュータ ンの先にある  

旧学習院初等科正堂に到着した 。  

内部は長机と椅子が整然と並んでお 

り静寂と涼し さ を感じ ながら休憩を と  

った 。 水分を補給し元気を取り戻した  

メ ンバーは 、 国の重要文化財とな って  

いる 「 旧御子神家住宅 」 や 「 旧平野家住宅 」 （ 県指定文化財 ） を見学した 。  

（ 写真 3 ） 内部は地面をたたたき固めた土間と高床式部分に分かれている江戸 
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時代の中規模農家の生活様式などがよ く 再現されてお り 、 歴史を偲ぶに十分な

雰囲気がかも しだ されていた 。  

 昼食はド ラムの里にあるレス ト ラ ンで食べる予定であったが 、 あいに く 予約 

客でいっぱいであったこ とから  

そこでの食事はやめ外のターン  

テーブルで持参したおにぎ りや 

売店で購入した食材でゆっ く り  

と った 。 なかで も メ ンバーが売 

店で購入し差し入れて く れたブ  

ド ウ ( 巨砲 ) は甘 く 余韻の残る  

ものであ り 、 その味覚を十分に 

満喫した 。 （ 写真 4 ）  

 昼食後は 「 房総のむら 」 の出入り口と な っている大木戸 （ 65歳以上は入場料

無料 ） から入り 、 人が乗れる籠が

路上に置かれている 「 商家の町並

み 」 (*2)を散策した 。 （ 写真 5 ）  

 メ ンバーが最初に引き付けられ

たのが和菓子作りの体験ができる

菓子の店 「 あまはや 」 であった 。

早速 メ ンバー一人ひと りが最中に

あんこ又はアイス ク リームを包み

込む体験を し 、 それを美味し く 味

わった 。 （ 写真 6 ）  また 2 階は 

砂糖などの原料や素材及び加工工程などが展示されてお り 、 体験しながら学習

できる小さな博物館であった 。  

町並みを一通り見学した後 、 房総 

の農家が再現されているエ リ アを散 

策した 。 途中のお祭り広場には 、 農 

村歌舞伎舞台があ り 、 そこに置かれ 

ている和太鼓に向かって メ ンバーは 

両手に持ったバチで “ ド ン ド ン ” と  

リズムカルな音を奏でて心地よい気 

分と な った 。  

 このエ リ アには 、 江戸時代の安房 、 下総 、 上総の名主ク ラスの農家が再現さ  

れていた 。 村境には村内の繁盛と外からの災いを防ぐ願いを込めた綱つ りが架 

けられ七種類のもの (*3)が垂れ下がっていた 。 また村内に入る と藁で作った蛇な  
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どを木に架け災いが家に入って く るのを封じ る辻ぎ りがあった 。  

また武者姿を したほぼ実寸大の男女一対のかし ま人形 、 これも五穀豊穣と悪  

行退散を願って村の神社に収められた とのこ と で 、 これら を作るのに村人が集

ま り絆をつなげたのだろ う との思いをめぐ らす メ ンバーもいた 。  

 農家の内部構造は 、要の部分に 

大黒柱があ り 、 土間には炊事をす 

る 「 かまど 」 や 「 みずがめ 」、 そ 

し て農作業用の道具がい く つか置 

かれていて当時の生活様式を垣間 

見る こ とができた 。 （ 写真 7 ）  

安房の農家には機織り小屋があ  

り機織り体験ができる とのこ と で  

あったが 、 当日は実施し ておらず  

メ ンバーも興味ある体験を後日に 

先送り した 。  

「 房総のむら 」 を数回車で訪れていた メ ンバーは 、 「 こんなに見て歩いたの

は初めて 」 と振り返り 、 脳活で実行し ている 「 脚で歩いて動 く 」 との意識を も

って散策する と 、 車で来た時よ り も同じ場所で も見方に大きな差が生まれる こ

と を実感し て 、 改めて足で歩 く 喜びを知る こ とができた とのこ と であった 。  

歩いて歴史を偲んでみよ う と計画した今回の旅 、再現された房総地方の農家 

や商家の町並みの雰囲気に浸り 、 興味を覚え 、日常で味わえない体験を し 、 各

自の歩数も 1 万 5 千歩を超え 、 メ ンバーの脳に元気を与える ものと な り ま した 。                                                                               

[ 参考情報 ]  

 (*1) 『 坂田ヶ池に棲む雄の大蛇が毎年梅雨期になる と土手を超し て長沼の雌の 

大蛇に会いに行き 、 その度に池の堤がきれて村人たちが困っている と子供 

をおぶった女がやって来て人柱を立てる と よいとい う 。 村人達はその女と  

子供を一緒に生き埋めにし て し ま った 』 （ 人柱伝説 ）  

いつしか堤には子供がかじ っていた梅が芽を出し実を結ぶよ う にな ったが 

実の片側が腐っていた とい う 。 また実は半分しかな く どの実もかじ ったよ  

う な歯のあとがあった こ とから 「 片歯梅 」 と呼ぶよ う にな った とのこ と 。  

 (*2)香取市 （ 旧佐原市 ） などに残る古い町並みを参考にした 、 商家 16棟と地蔵 

  堂 ・ 辻広場 ・ 稲荷境内 ・ 総屋で構成されている 。  

 (*3)7 種類のものとは 、 『 サイ コ ロ ； た く さんある目で悪い者を怖がらせる 、  

  男のかし ま人形 ； 災いを と うせんぼする 、 エビ ； 災いを跳ね除ける 、 札 ；  

  願い事を書 く 、 タワシ ； 災いを洗い落とす 、 タ コ ； た く さんの足で怖がら  

  せる 、女のかし ま人形 ； 災いを と うせんぼする 』 である 。         

 
写真 7  土間か ら 座敷 を 望む  

以 上  

 


